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量
N

飲食・物販等施設用地

約334㎡

配置図 S=1：250

交流施設・交流広場用地

約1,400㎡

（仮称）交流施設建設予定地

350㎡程度

No.1
GH=KBM+0.23m
Dep.=25.07m

KBM=±0

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

調査位置平面図

A3 1:250

(仮称)交流施設建設に伴う地質調査業務委託

甲府市役所

令和 4年 12月

／1 1

株式会社ジオ技研



ボーリング柱状図

調 査 名 ( 仮 称 ) 交 流 施 設 建 設 に 伴 う 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 山 梨 県 甲 府 市 丸 の 内 一 丁 目 地 内 北 緯 35ﾟ 39' 49.0100"

東 経 138ﾟ 34' 15.9200"発 注 機 関 山 梨 県 甲 府 市 役 所 調査期間 令和 4年 1 1月  2日  ～ 4年  1 1月  7日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ジ オ 技 研
電話 ( 0 5 5 - 2 6 9 - 8 7 4 0 )

主任技師 河 野 浩 次
現 場
代 理 人
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鑑 定 者
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る。砂粒子
GL-1m以浅は礫混じり砂を主とす
る。以深は、φ=50mm程度の礫が
混入する粘土
木片及び砂分が混入する。
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粘性は強い。含水は少ない。φ
=20mm程度の礫、腐植物が混入。

粘土 緑灰 中位

礫間充填物は細砂を主とする。
礫は平均礫径φ=10～30mm。最大
礫径L=8cmの玉石が混入。
全体的に粘土分が混入する。
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じり砂
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な

粘性は強い。含水は少ない。
礫は平均礫径φ=10～30mm。最大
礫径L=50mm。
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粘性は中位。含水は少ない。
礫は平均礫径φ=10～30mm。凝灰
質の亜角～亜円礫が混入する。
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する。
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礫は平均礫径φ=5～20mm。
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GL-23.80m付近、L=6cm程度の礫が
混入。
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断面図の凡例

No.1

T.P.=312.67m
Dep.=10.08m

ボーリング名

孔口標高

掘進長
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工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名
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甲府市役所
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